
2023年度ゼミ（演習 1）要覧 

担 当 者 名 孫 占坤 

演習テーマ  領土（＋国境）・資源紛争の国際関係学 

演習の内容 

 本ゼミは領土（国境）・資源の争いを素材に、国際関係を広く学び、

国際社会の平和を考えていくことを目的とする。 

現在進行中のロシア・ウクライナ戦争、戦後 70年も続くパレスチナ

/アラブとイスラエルの対立等、国際社会における紛争の多くに領土

（国境）、資源をめぐる対立が含まれている。領土は国家を構成する基

本的要素の一つとして、どの国にとっても極めて重要視されているが、

今日、ナショナリズムの高揚や科学技術の発達に伴い、石油、天然ガ

ス、水等資源の重要性に対する認識も高まり、領土、国境の争いが一

層複雑な様相を呈するようになってきている。 

「北方領土」、「竹島」、「尖閣」がすっかりポピュラーな語彙になっ

たことが象徴するように、領土（国境）、資源をめぐる争いは日本にと

っても単なる「他人事」、「対岸の火事」ではない。今日、米中覇権争

いという大嵐に乗じて（？）、日本では領土・資源をめぐる「語り」が

日本社会のナショナリズムを高揚させる大きな推進力と「化けつつあ

る」とも指摘される。 

 以上のような問題意識をベースに、本ゼミは日本を含めた世界の領

土（国境）・資源問題を切口として、国際関係のルール、国際紛争の平和的

解決の仕組を学ぶ予定である。 

 なお、本ゼミは教室内での書物・映像に基づいた「スタンダード」

な勉強に留まらず、校外実習で紛争・対立の「現場」へ足を運び、現

地の学生・研究者・住民との交流を通じた「体感学習」も重視する。

ゼミの履修者には原則として校外実習への参加も求められる。  

テキスト・参考書 

➀佐藤成基『ナショナル・アイデンティティと領土～戦後ドイツの東

方国境をめぐる論争』新曜社。 

➁岩下明裕『北方領土問題～４でも０でも、２でもなく』中公新書。 

➂和田春樹『領土問題をどう解決するか～対立から対話へ』平凡社。 

④黒川 祐次『物語 ウクライナの歴史―ヨーロッパ最後の大国』中公

新書。 

成績評価の基準 授業の参加（60％）と期末課題の提出（40%） 

校 外 実 習 実施する 

校外実習を実施す

る場合、実習地・

時期、個人負担額 

実習地として未定だが、第一候補は中東（イスラエル・パレスチナ）、

欧州（ポーランド、旧ユーゴスラヴィア等）、日本（北海道、奄美・沖

縄）もあり得る。3年次ゼミの夏休み期間（2024年 8月下旬～9月上

旬）に行う予定。海外の場合 30万円＋α、日本国内の場合 15万円程

度。 

選考方法 

集団面接（孫ゼミの「バイブル文献」を読んでもらって、ディスカ

ッションを行う。ディスカッションで積極に発言できる人を優先的に

採用する）。 

https://www.amazon.co.jp/%E9%BB%92%E5%B7%9D-%E7%A5%90%E6%AC%A1/e/B004LTPG0A/ref=dp_byline_cont_book_1


小論文（テーマ、

書式・枚数、提出

期限・方法） 

現在、関心の持つ国際紛争（領土・国境・資源紛争に限定する必要

なし）を一つ選び、タイトルを含め、自由に書いてください。800字

程度。「募集申込」（5月 25（木）～26日（金））手続終了後に、速や

かに小論文を教員メールアドレス宛てにワードの添付ファイルで送っ

てください。 

メールアドレス sun@k.meijigakuin.ac.jp 

説明会・オフィス

アワー 

5月 12日（金）、23日（火）、いずれも昼休み（12:30～3:20）、

8号館２F「会議室」。 

履修済・履修中で

あることが望ま

しい授業 

特に求めません。 

2024年度に在外研

究等で演習を開講

しない可能性 

なし  

備考 
 

 


